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　今年度は、1960～80年代における繊維産業の構造改善事業の実態を確認するために産地調査を中
心に研究を進めた。対象産地としては綿織物産地の埼玉県所沢地方、絹織物産地の埼玉県秩父地方、
群馬県桐生地方、化合繊産地の福井・石川県地方を設定し、それぞれの地域で構造改善事業の中核を
担った構造改善組合の資料を中心に収集した。
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　まず、所沢地方では所沢綿スフ織物構造改善工業組合資料の補充調査、秩父地方では秩父織物構造
改善商工組合資料（各年事業報告書、実績報告書など）の収集及びヒアリング、桐生地方では地場産
業振興センター、秩父織物協同組合、桐生繊維製品協同組合、桐生機織塾等で資料調査及びヒアリン
グ、福井・石川両県では繊維協会及び構造改善工業組合（1967年設立）、工業技術センター、県庁で
資料収集及びヒアリング調査を試みた。
　その結果、所沢関連資料については、工業組合事業報告書を一部追加することができた。秩父関連
資料では、当初1960年代後半～70年代前半の資料を収集できたのみであったが、最近1958～2001
年度までの商工組合事業報告書を入手することができた。また、これに関連した法令資料や成果報告
書の一部も入手できた。桐生地方では群馬輸出絹人繊織物構造改善工業組合及び桐生織物協同組合に
関するヒアリングとともに、事業報告などが掲載されている組合史、桐生市繊維協会がまとめた「桐
生繊維業界の実態」（毎年発行）の一部収集、福井県では、繊維協会、工業組合において製品の推移、
織機の変化、繊維商社・産元商社との取引関係の推移などを聞くことができた。また、工業技術セン
ターでは織機を実際に見ながらその性能、製品の特徴等を説明してもらい、この間の技術的変化の概
要を把握し得た。また石川県では、県織物構造改善工業組合において福井県同様に製品の推移、織機
の変化、取引関係の推移等を聞くことができた。福井・石川両県の構造改善事業の実態を把握しうる
資料の点では、福井県の場合繊維協会の『五十年史』によってある程度数値が確認できることが分か
った。いっぽう石川県の場合は事業報告書等が散逸しているとのことなので、県の商工労働部を訪ね、
公文書中に関係資料が一部あることが分かり、情報公開申請を経て一部資料を入手しえた。
　なお、秩父地方の織物構造改善事業については、原稿化し国際日本学部の紀要（『明治大学国際日
本学研究』第2巻第1号、2010年3A刊）に掲載した（「産地織物業に対する構造改善事業の歴史的
役割一秩父産地の事例一」）。
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